
尚
、
印
象
に
残
っ
た
言
葉
は
、

講
話
の
中
で
、
国
際
情
勢
を

読
み
解
く
に
は
「
４
つ
の
目
」

を
持
っ
て
対
処
す
る
事
が
大

事
と
云
う
非
常
に
含
蓄
の
あ

る
お
話
を
伺
っ
た
。

即
ち
、
鳥
の
目
・
魚
の
目
・

蝙
蝠
の
目
・
虫
の
目
と
云
う

各
々
の
立
ち
位
置
・
観
点
か

ら
物
事
を
見
る
事
が
大
事
で

あ
る
と
云
う
・
・
。

今
回
は
、
質
疑
応
答
も
盛

ん
で
、
講
演
終
了
後
も
残
っ

て
講
師
と
遣
り
取
り
す
る
人

が
引
き
も
切
ら
ず
、
参
加
者

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
新
聞
・

テ
レ
ビ
報
道
以
外
の
こ
と
が

学
べ
た
」
「
大
変
タ
イ
ム
リ

ー
な
企
画
」
「
北
朝
鮮
の
生

の
状
況
を
理
解
で
き
た
」
等

の
ご
意
見
を
多
数
戴
き
ま
し

た
。

講
演
は
12
月
17
日
午
後
2

時
か
ら
白
岡
市
の
「
は
ぴ
す

し
ら
お
か
」
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
師
は
朝
鮮
半
島
問

題
研
究
の
第
一
人
者
で
拓
殖

大
学
大
学
院
特
任
教
授
の
武

貞
秀
士
氏
。
当
日
は
好
天
に

も
恵
ま
れ
、
中
野
和
信
蓮
田

市
長
、
西
山
通
夫
同
教
育
長

ほ
か
、
約
90
名
の
聴
衆
が
集

ま
り
「
朝
鮮
半
島
情
勢
を
読

む
」
と
い
う
喫
緊
の
テ
ー
マ

に
聞
き
入
り
ま
し
た
。
武
貞

氏
は
、
北
朝
鮮
は
金
正
恩
が

取
り
仕
切
る
独
裁
国
家
で
あ

り
、
そ
の
行
動
は
我
々
に
は

理
解
し
が
た
い
が
、
儒
教
思

想
が
残
っ
て
い
て
、
①
外
部

の
人
と
の
会
話
の
際
も
、
自

分
の
身
内
を
呼
ぶ
際
に
も
敬

称
を
使
用
す
る
こ
と
、
②
人

々
の
生
活
は
貧
し
い
が
指
導

者
の
責
任
を
追
及
す
る
こ
と

も
な
く
他
の
社
会
主
義
国
と

は
異
な
る
と
指
摘
。
米
国
等

が
課
す
る
石
油
の
禁
輸
等
の

措
置
も
そ
の
経
済
規
模
が
小

さ
い
た
め
生
き
な
が
ら
え
て

い
る
。
同
氏
に
よ
れ
ば
北
朝

鮮
と
韓
国
と
の
経
済
規
模
は

北
を
一
に
し
た
場
合
、
韓
国

は
一
二
〇
に
相
当
す
る
と
い

う
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
や
中
国

は
北
の
崩
壊
を
望
ん
で
お
ら

ず
、
経
済
制
裁
は
抜
け
穴
が

存
在
す
る
と
の
こ
と
。
さ
ら

に
、
危
惧
さ
れ
る
米
に
よ
る

先
制
攻
撃
に
つ
い
て
も
、「
北

の
ミ
サ
イ
ル
技
術
が
相
当
進

歩
し
て
お
り
、
韓
国
や
日
本

な
ど
の
同
盟
国
へ
の
反
撃
に

よ
る
甚
大
な
被
害
を
考
慮
す

れ
ば
、
こ
の
選
択
肢
は
な
い

の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
。

こ
こ
に
来
て
の
、
テ
ィ
ラ
ー

ソ
ン
国
務
長
官
に
よ
る
「
前

提
条
件
な
し
に
対
話
の
テ
ー

ブ
ル
に
就
く
こ
と
も
可
」
と

す
る
発
言
も
あ
り
、
双
方
共

に
阿
吽
の
呼
吸
を
探
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
。
今
ま
で
は
「
制
裁
と

圧
力
」
で
日
本
は
米
国
と
歩

調
を
合
わ
せ
て
い
た
が
、
今

後
は
「
抑
止
と
対
話
」
を
軸

と
し
て
外
交
を
進
め
る
こ
と

を
武
貞
氏
は
主
張
す
る
。
同

氏
に
よ
れ
ば
、
金
正
恩
の
母

は
大
阪
市
生
野
区
の
生
ま
れ

で
あ
り
、
金
日
成
、
金
正
日
、

金
正
恩
と
三
代
続
い
た
体
制

に
は
日
本
統
治
時
代
の
「
記

憶
」
が
あ
り
、
寅
さ
ん
の
ビ

デ
オ
を
見
る
と
い
う
。
日
朝

関
係
が
今
後
ど
の
よ
う
に
進

展
す
る
か
は
予
断
を
許
さ
な

い
が
、
願
わ
く
は
一
日
も
早

く
緊
張
が
緩
和
さ
れ
、
正
常

な
2
国
間
関
係
が
確
立
さ
れ

る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
あ

る
。
2
時
間
に
わ
た
る
講
演

で
あ
っ
た
が
参
加
者
一
同
一

言
も
漏
ら
さ
ず
講
師
の
興
味

深
い
話
に
聞
き
入
っ
て
い

た
。

会
員
皆
様
、
日
頃
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
心
か
ら
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。
お
陰
様
で

来
年
は
当
協
会
・
創
立
10
周

年
記
念
の
年
を
迎
え
ま
す
。

既
に
記
念
事
業
の
一
環
で
武

貞
秀
士
先
生
を
迎
え
講
演
会

を
開
催
致
し
ま
し
た
。
私
達

が
現
在
、
国
際
理
解
す
る
際

に
、
一
番
知
り
、
向
合
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
東
ア
ジ
ア

情
勢
を
学
ぶ
機
会
と
致
し
ま

し
た
。
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
・
理

念
を
地
域
で
具
現
化
す
る
に

は
何
が
相
応
し
い
か
、
・
・

な
ど
い
つ
も
議
論
し
な
が
ら

地
域
文
化
の
向
上
と
云
う
使

命
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
愚
直
に

掲
げ
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
国
際
文
化
ス
タ
デ
ィ
・

地
域
文
化
遺
産
ス
タ
デ
ィ
と

題
し
て
世
界
を
知
り
・
我
が

町
を
知
る
・
・
・
次
世
代
に

「
平
和
希
求
の
文
化
」
を
継

承
す
る
使
命
を
実
現
し
た

い
・
内
向
き
な
風
潮
だ
か
ら

こ
そ
一
石
を
投
じ
た
い
・
と

真
剣
に
感
じ
る
此
の
頃
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
二
〇
一
九

年
に
新
天
皇
が
ご
即
位
さ
れ

ま
す
が
そ
の
記
念
の
年
、
10

月
に
、
一
都
5
県
数
百
名
の

皆
様
を
迎
え
て
当
地
で
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ
ネ
ス
コ
活
動

研
究
会
を
開
催
致
し
ま
す
。

主
管
協
会
と
し
て
既
に
準
備

委
員
会
を
発
足
さ
せ
て
い
ま

す
が
、
友
邦
協
会
の
ご
支
援

は
も
と
よ
り
、
蓮
田
・
白
岡

の
多
く
の
分
野
の
皆
様
の
理

解
を
得
、
ご
協
力
を
戴
こ
う

と
懸
命
に
準
備
中
で
ご
ざ
い

ま
す
。
い
わ
ば
活
動
の
集
大

成
の
年
・
ユ
ネ
ス
コ
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ァ
も
募
集
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
斯
様
な

活
動
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

維
持
は
、
皆
様
の
お
支
え
が

あ
れ
ば
こ
そ
持
続
可
能
で

す
。
来
年
度
も
引
続
き
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

皆
様
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な
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な
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ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
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き
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き
ず
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き
ず
な
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際
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島
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半
島
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講
師

武
貞
秀
士
氏

創
立
10
周
年(

次
年
度)

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ
ネ
ス
コ
活
動
研
究
会
・
開
催
に
向
け
て

会
長

田
村
勝
彦



日
時
：
平
成
30
年
２
月
25
日

（
日
）
14
：
00
～
16
：
00

場
所
：
白
岡
市
「
は
ぴ
す

し
ら
お
か
」
講
師
・
鷲
尾
政

市
先
生

現
在
古
河
鍛
治
町

み
ら
い
蔵
代
表
、
前
古
河
歴

史
博
物
館
館
長

講
演
内
容

：
な
ぜ
古
河
公
方
が
誕
生
し

た
か
？
そ
の
背
景
、
室
町
、

鎌
倉
幕
府
に
よ
る
政
治
体
制

の
変
化
、
関
東
北
部
勢
力
と

鎌
倉
、
伊
豆
を
中
心
と
す
る

勢
力
争
い
、
そ
の
歴
史
的
経

過
と
国
境
に
位
置
す
る
周
辺

地
域
と
の
関
わ
り
も
取
り
上

げ
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
は
埼
玉
県
が

当
番
と
な
り
、
当
ユ
協
が
主

管
と
な
っ
て
蓮
田
市
で
開
催

予
定
で
す
。

今
回
の
文
化
遺
産
め
ぐ
り

は
、
12
月
2
日
に
川
越
市
内

で
実
施
し
、
会
員
８
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
小
江
戸
と
言

わ
れ
る
川
越
は
見
る
所
が
沢

山
あ
り
ま
す
が
、
喜
多
院
、

川
越
市
立
博
物
館
、
菓
子
屋

横
丁
の
3
か
所
を
巡
り
ま
し

た
。
先
ず
、
喜
多
院
で
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
佐
藤

さ
ん
に
、
喜
多
院
の
創
設
の

歴
史
、
江
戸
城
紅
葉
山
等
の

移
築
の
話
等
江
戸
と
川
越
の

関
係
を
詳
し
く
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。
次
に
五
〇
〇
羅

漢
を
見
学
し
、
参
加
者
は
自

分
の
干
支
の
石
仏
を
探
す
な

ど
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
川
越
市

立
博
物
館
に
移
動
し
、
喜
多

院
に
深
い
ゆ
か
り
の
あ
る

「
天
海
大
僧
正
展
」
を
見
学

し
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
の
説

明
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
同

館
に
お
い
て
も
天
海
大
僧
正

の
長
寿
歌
を
紹
介
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
「
気
は
長
く

勤
め
は
堅
く

色
う
す
く

食
細
く
し
て

心
広
か
れ
」
。

ま
た
、
同
館
で
は
、
な
ぜ
蔵

の
街
が
で
き
た
か
の
経
緯
を

詳
し
く
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。
最
後
に
、
時
の
鐘
、
菓

子
屋
横
丁
を
散
策
し
ま
し

た
。
来
年
も
新
た
な
企
画
を

試
み
ま
す
の
で
、
多
く
の
会

員
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

２
０
１
７
年
度
の
活
動
研

究
会
が
千
葉
県
市
川
市
に
お

い
て
10
月
14
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
は
山
崎
製
パ

ン
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
で
講
堂
、
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー

ム
、
食
堂
及
び
宿
泊
施
設
を

伴
う
も
の
で
、
基
調
講
演
、

分
科
会
、
交
流
会
、
翌
日
の

実
務
担
当
者
セ
ミ
ナ
ー
ま
で

同
一
施
設
内
で
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
は
東
京
都
、
埼
玉
県
、

群
馬
県
、
栃
木
県
、
千
葉
県
、

茨
城
県
の
１
都
５
県
か
ら
構

成
さ
れ
、
今
回
は
市
川
市
の

高
校
生
を
含
め
て
約
４
０
０

人
が
参
集
し
、
当
ユ
協
か
ら

は
田
村
会
長
他
役
員
、
斎
藤

会
員
の
９
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
大
会
テ
ー
マ
は
民
間
ユ

ネ
ス
コ
運
動
70
周
年
を
記
念

し
て
、
P
e
a
c
e

f
o

r

T
o
m
o
r
r
o
w
広

げ
よ
う
平
和
の
心
と
題
し

て
、
各
協
会
の
活
性
化
と
会

員
増
を
め
ざ
し
、
共
に
語
ろ

う
「
平
和
活
動
」
と
い
う
も

の
で
し
た
。

基
調
講
演
は
「
平
和
を
め

ざ
す
世
界
遺
産
・
未
来
遺
産
」

と
題
し
て
、
西
村

幸
生
東

京
大
学
教
授
に
世
界
遺
産
を

審
査
す
る
イ
コ
モ
ス
の
国
内

委
員
長
を
務
め
て
い
る
立
場

か
ら
世
界
遺
産
の
歴
史
、
課

題
、
最
近
の
傾
向
な
ど
に
つ

い
て
詳
し
く
説
明
し
て
頂
き

ま
し
た
。

分
科
会
は
５
つ
が
設
け
ら

れ
、「
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
」
、

「
情
報
発
信
・
広
報
・
会
員

増
」
、
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
と
ユ
ネ
ス
コ
」
、
「
世
界

遺
産
・
未
来
遺
産
」
、
「
平

和
活
動
・
寺
子
屋
運
動
」
に

つ
い
て
テ
ー
マ
毎
に
発
表
が

あ
り
、
発
表
内
容
に
関
す
る

質
疑
応
答
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
埼
玉
県
か
ら
は
「
ユ
ネ

ス
コ
ス
ク
ー
ル
」
の
中
で
「
ユ

ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
と
平
和
活

動
」
と
題
し
て
伊
奈
町
に
あ

る
国
際
学
院
の
島
田
哲
弥
E

S
D
主
任
に
同
校
の
取
り
組

み
状
況
を
発
表
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
な
お
、
２
０
１
８

年
度
は
茨
城
県
水
戸
市
で
９

月
に
開
催
さ
れ
ま
す
が
、

11
月
17
日
（
金
）
、
市
立
蓮

田
中
学
校
に
お
い
て
全
校

生
・
教
師
・
P
T
A
・
当
協

会
員
約
五
百
名
を
対
象
に

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
ふ
れ
あ
い

講
演
会
を
開
催
。
講
師
は
京

都
在
住
・
当
協
会
員
、
石
崎

光
夫
氏
・
元
J
I
C
A
東
京

国
際
研
修
セ
ン
タ
ー
所
長
）

を
招
き
、
「
開
発
途
上
国
の

人
づ
く
り
支
援
三
十
年
を
顧

み
て
」
と
題
し
て
お
話
戴
き

ま
し
た
。
講
演
冒
頭
で
「
J

I
C
A
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
は
触
れ
ら
れ
る
こ
と
の

少
な
い
、
本
音
ベ
ー
ス
の
話

を
し
た
い
」
と
断
っ
た
う
え

で
、
か
つ
て
日
本
も
「
援
助

受
取
国
」
で
あ
っ
た
事
実
を

披
露
し
つ
つ
、
「
援
助
を
受

け
る
側
」
の
立
場
や
心
情
な

ど
に
想
い
を
馳
せ
つ
つ
事
業

を
行
う
こ
と
の
大
切
さ
を
学

生
た
ち
に
語
り
か
け
ま
し

た
。
ま
た
、
普
段
日
本
に
い

て
は
気
づ
か
な
い
こ
と
を
、

途
上
国
の
人
々
か
ら
教
わ
る

こ
と
の
多
か
っ
た
半
生
を
ふ

り
返
り
、
最
後
に
「
温
外
知

内
（
お
ん
が
い
ち
な
い
）
」

（
外
を
温
ね
て
内
を
知
る
）

と
い
う
四
文
字
を
ス
ク
リ
ー

ン
に
映
し
出
し
て
講
話
を
終

了
致
し
ま
し
た
。
当
日
は
近

隣
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
協
議

会
・
西
山
教
育
長
他
、
小
・

中
学
校
教
師
五
十
名
も
同

席
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
戴

き
ま
し
た
。
後
日
、
石
崎
講

師
か
ら
、
生
徒
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
見
て
「
講
話
に
共
感
し

て
貰
っ
た
生
徒
が
多
数
い
た

事
に
感
動
し
（
如
何
に
し
た

ら
理
解
し
て
貰
え
る
か
に
腐

心
し
た
日
々
が
重
な
り
）・
思

わ
ず
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ

た
」
と
京
都
か
ら
連
絡
が
あ

り
ま
し
た
。

11
月
20
日
（
月
）
蓮
田
中
央

小
学
校
に
お
い
て
、
総
勢
約

三
百
名
を
対
象
に
「
開
発
途

上
国
の
こ
と
を
も
っ
と
知
ろ

う
」（
J
I
C
A
の
仕
事
を
し

て
み
て
今
思
う
事
）
と
題
し

て
石
崎
光
夫
さ
ん
に
講
話
を

お
願
い
致
し
ま
し
た
。
体
育

館
に
四
・
五
・
六
年
生
、
先

生
・
P
T
A
・
当
協
会
員
・

総
勢
約
三
百
名
を
対
象
に
一

時
間
に
わ
た
り
講
演
し
て
戴

き
ま
し
た
。
冒
頭
、
石
崎
講

師
は
「
発
想
の
転
換
が
大
事
」

と
、「
逆
さ
ま
の
世
界
地
図
」

を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
、
地

政
学
上
・
ア
ジ
ア
.
太
平
洋

地
域
に
於
け
る
日
本
の
立
ち

位
置
を
説
明
し
て
開
発
途
上

国
と
の
関
り
の
重
要
性
を
訴

え
ま
し
た
。
ま
た
、
か
つ
て

日
本
に
も
あ
っ
た
高
齢
者
・

弱
者
を
労
わ
る
習
慣
が
ベ
ト

ナ
ム
な
ど
途
上
国
社
会
に
根

付
い
て
い
て
い
る
現
実
を
紹

介
し
な
が
ら
、
檀
上
か
ら
お

り
て
生
徒
と
接
し
、
説
明
し

た
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
結

び
と
し
て
「
こ
れ
か
ら
は
も

っ
と
開
発
途
上
国
に
関
心
を

持
っ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま

し
た
。
後
日
、
回
収
さ
れ
た

生
徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
逆

さ
ま
の
世
界
地
図
」
が
予
想

以
上
に
反
響
を
呼
び
、
同
時

に
「
開
発
途
上
国
」
の
事
に

関
心
を
寄
せ
て
い
る
生
徒
が

多
数
い
た
事
が
分
か
っ
た
・
・

と
石
崎
さ
ん
の
喜
び
の
声
と

共
に
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

市
立
蓮
田
中
央
小
学
校

質疑風景

(3) 蓮田・白岡地方ユネスコ協会ホームページhttp://www.unesco.or.jp/hasuda-shiraoka/ (2)

2017201720172017201720172017201720172017201720172017201720172017201720172017201720172017201720172017
年
度

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
・

ユ
ネ
ス
コ
活
動
研
究
会

イ
ン
市
川

於
・
市
川
市
文
化
会
館

10
月
14
日
（
土
）
15
日
（
日
）

第
14
回
地
域
文
化

遺
産
ス
タ
デ
ィ

「
古
河
公
方
の
時
代
と

そ
の
周
辺
地
域

予告

青
少
年
育
成
・
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

【
半
生
を
国
際
協
力
に
生
き
て
】

講
師

石
崎
光
夫
氏

支
援
事
業(

蓮
中
・
中
央
小
に
講
演)

市
立
蓮
田
中
学
校

第
17
回
文
化
遺
産
め
ぐ
り

蔵
の
街

川
越
訪
問

既
刊
の
会
員
紹
介
欄
に

お
き
ま
し
て
、
ご
氏
名
を

間
違
え
て
記
載
し
て
お
り

ま
し
た
。
誌
上
を
お
借
り

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
正
し
い
ご
氏
名

を
記
載
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。谷

美
恵
子
様

（
会
報
12
号
）

矢
上

匡
孝
様

（
会
報
17
号
）

①
蓮
田
市
立
蓮
田
中
学
校

校
長

石
川
勉

②
埼
玉
県
春
日
部
市
出
身

主
な
勤
務
先
岩
槻
市
、

春
日
部
市
、
杉
戸
町
、
松

伏
町
、
蓮
田
市

③
蓮
田
中
学
校
は
平
成
２

７
年
２
月
国
際
ユ
ネ
ス
コ

ス
ク
ー
ル
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
蓮
田
白

岡
ユ
ネ
ス
コ
協
会
方
々
の

ご
協
力
に
よ
り
、
南
極
越

冬
隊
長
の
福
地
様
や
元
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
の
石
崎
様
の

ご
講
演
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
関
係
各

方
々
に
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

今
後
も
蓮
田
中
学
校
の

生
徒
の
た
め
に
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

①
秋
葉

清
一
郎
（
あ
き

ば

せ
い
い
ち
ろ
う
）

②
生
ま
れ
も
育
ち
も
埼
玉

県
白
岡
市
で
す
。

③
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
の
理
念

に
基
づ
き
貴
協
会
が
国
際

社
会
理
解
の
た
め
の
活
動

や
地
域
社
会
に
お
け
る
文

化
活
動
と
し
て
実
践
さ
れ

て
い
る
「
国
際
文
化
ス
タ

デ
ィ
」
、
「
地
域
文
化
遺

産
ス
タ
デ
ィ
」
に
副
市
長

と
し
て
出
席
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
白
岡
市

及
び
近
隣
市
町
の
歴
史
や

世
界
各
国
の
状
況
な
ど
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
御

講
演
い
た
だ
き
、
興
味
深

く
拝
聴
し
て
い
ま
す
。
白

岡
市
で
は
、
総
合
振
興
計

画
に
お
い
て
、
目
指
す
べ

き
将
来
像
の
一
つ
と
し
て

「
学
び
楽
し
む
ま
ち
」
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
市
民
の

皆
様
に
身
近
な
「
学
び
の

場
」
を
提
供
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
貴
協
会
と
と
も

に
地
域
の
文
化
活
動
や
き

ず
な
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

①
久
松
直
樹
（
ひ
さ
ま
つ

な
お
き
）
埼
玉
県
北
葛
飾

郡
杉
戸
町

②
当
時
仕
事
で
お
付
き
合

い
の
あ
っ
た
田
村
会
長
か

ら
、
蓮
田
・
白
岡
地
方
ユ

ネ
ス
コ
協
会
の
立
ち
上
げ

に
か
け
る
思
い
の
お
話
に

感
動
し
ま
し
た
。

又
、
協
会
の
趣
旨
に
も

賛
同
し
ま
し
た
の
で
入
会

し
ま
し
た
。

現
在
は
家
族
と
も
ど
も

神
戸
市
に
住
ん
で
い
る

為
、
会
報
な
ど
で
活
動
を

（
僭
越
な
が
ら
）
見
守
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

③
自
分
達
の
地
域
社
会
と

歴
史
を
学
び
誇
り
を
持
つ

こ
と
は
、
ひ
い
い
て
は
他

国
の
文
化
尊
重
出
来
る
と

考
え
ま
す
。

お
詫
び

会

員

紹

介

会

員

紹

介

会

員

紹

介

会

員

紹

介

会

員

紹

介

会

員

紹

介

会

員

紹

介

会

員

紹

介

会

員

紹

介

①
執
筆
者

②
今
ま
で
の
歩
み

③
ユ
ネ
ス
コ
活
動
へ
の
抱
負

(

敬
称
は
省
略
し
て
い
ま
す
。)

秋
葉

清
一
郎

あ
き
ば

せ
い
い
ち
ろ
う

久
松
直
樹

ひ
さ
ま
つ
な
お
き

石
川

勉

い
し
か
わ

つ
と
む



当
日
は
会
員
他
17
名
（
武

貞
先
生
・
中
野
市
長
・
西
山

教
育
長
他
）
参
加
さ
れ
武
貞

先
生
に
謝
意
と
中
野
市
長
よ

り
激
励
の
お
言
葉
を
頂
き
ま

し
た
。

武
貞
先
生
、
田
村
会
長
他

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

蓮
田
西
新
宿
、
蓮
田
駅
東

口
、
蓮
田
・
白
岡
郵
便
局
、

蓮
田
図
書
館
他
に
、
回
収
箱

を
設
置
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
書
損
じ
ハ
ガ
キ
・
プ
リ

カ
等
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。
識
字
教
育
支
援
、
私

達
ユ
ネ
ス
コ
活
動
に
使
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
支

援
先
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
他
）

９
月
27
日
〈
水
〉
蓮
田
市

立
図
書
館
に
お
い
て
埼
玉
県

ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会
の
理

事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
ユ
協
の
田
村
会
長
が
２
０

17
年
度
よ
り
同
協
議
会
の
会

長
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
当
地
で
開
催
さ
れ

た
も
の
で
す
。
当
日
は
県
内

７
ユ
協
の
う
ち
５
ユ
協
が
参

加
し
ま
し
た
。
議
題
は
９
月

ま
で
の
協
議
会
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
た
ほ
か
、
２
０
１

９
年
当
ユ
協
が
主
管
と
な
っ

て
開
催
さ
れ
る
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
ユ
ネ
ス
コ
活
動
研
究
会
の

日
程
（
10
月
）
や
開
催
場
所

（
蓮
田
市
内
）
の
検
討
状
況

を
報
告
し
、
分
科
会
で
取
り

上
げ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
ま
し
た
。
次
回
理

事
会
は
２
０
１
８
年
４
月
頃

開
催
予
定
で
す
。

私
は
自
転
車
で
日
本
一
周

を
考
え
て
か
ら
２
年
、
実
行

し
て
い
ま
す
。
既
に
、
大
宮
ー

広
島
、
九
州
一
周
、
下
関
ー
秋

田
を
走
り
ま
し
た
。
今
年
は
、

北
海
道
２
０
０
０
ｋ
ｍ
を
走

っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
北

海
道
走
り
の
一
部
を
お
話
し

し
た
い
。

7
月
18
日
。
稚

内
。（
ミ
ン
ト
の
話
）
こ
の
日

の
行
程
も
、
素
晴
ら
し
い
景

色
の
中
を
天
塩
町
か
ら
稚
内

ま
で
70
ｋ
ｍ
快
走
し
、
珍
し

く
自
転
車
仲
間
と
幾
人
か
挨

拶
し
た
。
景
色
は
利
尻
礼
文

サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
を
満
喫

さ
せ
る
オ
ロ
ロ
ン
ラ
イ
ン
で

し
た
。
左
に
日
本
海
、
利
尻
富

士
、
右
に
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
。
風

力
発
電
の
鉄
塔
が
何
本
も
。

と
に
か
く
素
晴
ら
し
い
景

観
。北

海
道
で
一
番
景
色
を
満

喫
し
た
走
り
で
し
た
。
そ
し

て
、
稚
内
へ
。
宿
泊
先
が
民
宿

み
ん
と
。
そ
こ
で
、
偶
然
、

今
日
挨
拶
し
た
輪
行
仲
間
と

同
宿
。

彼
は
名
古
屋
か
ら

で
、
一
日
一
四
〇
ｋ
ｍ
走
る

と
の
事
。
年
は
65
歳
。
元
気

で
す
。
彼
と
は
話
が
盛
り
上

が
り
、
お
互
い
日
本
酒
３
０

０
㏄
を
2
本
。
彼
の
目
的
は

す
ず
し
い
北
海
道
。
何
回
か

来
て
い
る
の
事
。
お
開
き
の

時
に
「
ミ
ン
ト
」
の
話
を
し

ま
し
た
。
宿
の
奥
様
に
「
ミ

ン
ト
」
は
造
幣
局
と
の
話
。

さ
い
た
ま
市
の
造
幣
局
で
売

っ
て
い
る
ミ
ン
ト
飴
を
送
る

約
束
を
し
て
、
後
日
、
送
り

ま
し
た
。
そ
の
時
に
前
回
の

「
き
ず
な
」
に
掲
載
の
参
加

者
の
声
の
ミ
ン
ト
説
明
を
同

封
し
ま
し
た
。
宿
の
奥
様
か

ら
、
丁
重
な
御
礼
の
葉
書

（
私
、
ミ
ン
ト
が
造
幣
局
と

い
う
こ
と
を
知
り
大
変
驚
い

て
し
ま
い
ま
し
た
。
更
に
普

段
目
に
す
る
事
も
な
い
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
「
ミ
ン
ト
飴
」
を

送
っ
て
く
だ
さ
り
大
変
感
激

し
て
お
り
ま
す
）
が
届
き
ま

し
た
。
７
月
31
日
。
厚
岸
。

（
動
物
が
怖
い
話
）
霧
多
布

か
ら
厚
岸
へ
。
40
ｋ
ｍ
の
行

程
で
す
。
距
離
が
短
い
の
で

楽
な
一
日
と
考
え
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
雨
が
途
中
で
降

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
走

っ
た
道
（
北
海
道
の
道
）
は
厳

し
か
っ
た
。
車
が
走
っ
て
い

な
い
。
道
路
は
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
の
連
続
。
そ
し
て
、
原
始

林
の
中
を
走
り
ま
す
。
ま
ず

は
、
出
て
き
ま
し
た
。
「
熊

出
没
、
注
意
。
７
月
７
日
に

親
子
の
熊
」
の
看
板
が
。
北

キ
ツ
ネ
が
う
ろ
う
ろ
し
て
い

ま
す
。
近
く
に
行
っ
て
も
逃

げ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
出
ま

し
た
。
10
ｍ
先
に
角
を
生
や

し
た
馬
の
よ
う
な
大
き
な
エ

ゾ
シ
カ
が
道
路
を
横
切
り
ま

し
た
。
恐
ろ
し
い
。
動
物
が

こ
ん
な
に
恐
ろ
し
い
と
は
！

。
又
、
び
っ
く
り
し
た
の
は
、

厚
岸
の
街
中
に
エ
ゾ
シ
カ
が

群
れ
て
い
ま
し
た
。
何
だ
こ

れ
は
。
・
８
月
６
日
。
襟
裳

岬
。
次
回
（
自
転
車
転
倒
の

話
）
を
楽
し
み
に

書
損
じ
ハ
ガ
キ
等

書
損
じ
ハ
ガ
キ
等

書
損
じ
ハ
ガ
キ
等

書
損
じ
ハ
ガ
キ
等

書
損
じ
ハ
ガ
キ
等

書
損
じ
ハ
ガ
キ
等

書
損
じ
ハ
ガ
キ
等

書
損
じ
ハ
ガ
キ
等

書
損
じ
ハ
ガ
キ
等

回
収
に
つ
い
て

の
お
願
い

回
収
に
つ
い
て

の
お
願
い

回
収
に
つ
い
て

の
お
願
い

回
収
に
つ
い
て

の
お
願
い

回
収
に
つ
い
て

の
お
願
い

回
収
に
つ
い
て

の
お
願
い

回
収
に
つ
い
て

の
お
願
い

回
収
に
つ
い
て

の
お
願
い

回
収
に
つ
い
て

の
お
願
い
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武
貞
先
生
の
慰
労

兼
忘
年
会
の
開
催

12
月
17
日
（
日
）

12
月
17
日
（
日
）
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月
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（
日
）
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埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡

協
議
会
理
事
会

全
国
一
周

自
転
車
輪
行

対
馬

更
生

会
員
寄
稿

年
後
半
に
事
業
が
集

中
し
会
報
が
い
つ
も
よ

り
遅
れ
ま
し
た
事
深
く

お
詫
び
致
し
ま
す
。

あ
っ
と
云
う
間
の
一

年
、
色
々
な
事
が
あ
り

ま
し
た
が
来
年
も
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
皆
様
、
良

い
年
を
お
迎
え
く
だ
さ

い
。

杉
原
記

編
集
後
記


